要素技術シート(Java)


クラス・インターフェイス

1 クラス定義

修飾子：
public,abstract,finalの３つ。

public

file名とclass名が一致する必要あり。1ﾌｧｲﾙにpublicクラスが１つ。

abstract
インスタンスを作れない。

final

サブクラスを作れない。

無修飾はpackageアクセス

イニシャライザ（静的初期化子）： 

· フィールドやメソッドと同じ階層に書かれるstatic{……}という
剥き出しのコードブロック。何個でも書ける。コンストラクタより優先して実行される。


2 継承

A extends B{………}でclass Bの機能を引き継いだclass Aを得る。

interfaceも同様に継承する。

  Aのコード内で、Bのメンバにアクセスすることを明示するにはsuper.メンバ名を使う。

　メンバアクセスではフィールドは型に応じて値を返す。

　一方メソッドは(スーパークラスにキャストしても)実体クラスのメソッドが得られる。

3 コンストラクタ

修飾子：
public,proteced,(無修飾),privateの４つ。

public

任意のfileからアクセス可能。

protected
パッケージまたはサブクラスからアクセス。

private
自身のクラス内でのみアクセス可能。

無修飾はpackageアクセス

　他コンストラクタ参照super(引数list),this(引数list)：

　・コンストラクタ実装コードの第一行に書く。
　　superでスーパークラスのコンストラクタを呼ぶ。
　　thisで同じクラスの別コンストラクタを呼ぶ。

　

　

　デフォルトコンストラクタ（自動で書かれる見えないコード）：

　コンストラクタが書かれていないクラスは引数のないコンストラクタが自動で作られる。

　この暗黙に作成されるコンストラクタをデフォルトコンストラクタと呼ぶ。

　ただし、引数のあるコンストラクタを書いたら、デフォルトコンストラクタ
　は作成されない。（明示的に書かねばならぬ。）

　暗黙のsuper()呼出し：

　コンストラクタの実装コードの一行目にsuper(引数)またはthis(引数)がなかったら、　
　コンパイラが暗黙のうちにsuper()<引数のないコンストラクタ>を呼ぶ。
　他のクラスからの継承がないクラスでもObjectクラスのを呼ぶ。

　<注意>スーパークラスで引数のあるコンストラクタを定義し、
　　　　引数のないコンストラクタは定義しないでいるとする。
　　　　すなわちサブクラスからみてsuper()が存在しない。

　　　　サブクラスのコンストラクタ実装コードの第一行で存在するsuper(引数)を呼ぶ
　　　　かスーパークラスに引数なしのコンストラクタを書いておくか

　　　　のいずれかをしないと行けない。

4 フィールド

修飾子：
public,proteced,(無修飾),private,static,final,transient,volatile。

public

任意のfileからアクセス可能。

protected
パッケージまたはサブクラスからアクセス。

private
自身のクラス内でのみアクセス可能。

無修飾はpackageアクセス

static

これを指定するとクラス変数になる。
　　

クラス名．メンバ名（インスタンス名．メンバ名も可能。）


で呼び出す。

final

値を変更できないことを示す。
ただし、クラスなどの参照型の場合は新たなインスタンスを指すことができないだけで、インスタンスのメンバ変数の値を変更することは可能。

transient
オブジェクトのシリアライズの際に値を書き出さないようにする指定。
volatile　
マルチプロセッサ環境で変数が非同期に（あっちこっちのCPUから）
　

書き換えされる可能性があることを指示。これによってコンパイラが内
　

部的に特別な注意を払ってバイトコード化してくれる。

　暗黙の初期化：
　
数は0(0.0,0.0f)、charは’\u0000’、booleanはfalse,参照はnullに初期化される。

5 ローカル変数

メソッドの中などでいきなり定義される変数。その外からのアクセスはできない。
また暗黙の初期化がされないのでいきなり使うとエラーになる。

6 メソッド

修飾子：
public,proteced,(無修飾),private,abstract,static,final,native,synchronized。

public

任意のfileからアクセス可能。

protected
パッケージまたはサブクラスからアクセス。

private
自身のクラス内でのみアクセス可能。

無修飾はpackageアクセス

abstract
中身の定義は書かない。サブクラスで実装する。抽象クラスのみ持てる。

static

これを指定するとクラスメソッドになる。
　　

クラス名．メンバ名（インスタンス名．メンバ名も可能。）


で呼び出す。

final

オーバーライドできないことを示す。
native

中身の定義は書かない。JVMの外で実装されている。
　

特定のプラットフォーム用の機能を利用する。


  synchronized
マルチスレッド環境でこのメソッドを持つクラスのインスタンスを
　

ロックすることを要求するコード。

　メソッド実装の注意点：

　staticなメソッド内でインスタンス・メンバ、this、superは使えない。>>エラー！

　オーバーライドで戻り値の型を変えては行けない。>>エラー！

　オーバーロードはシグネチャが違うので戻り値が違ってもよい。

　スーパークラスのstaticメソッドと同じ名前のインスタンスメソッドを
　　
サブクラスに持たせては行けない>>エラー！

　アクセス修飾が緩まる方向にしかオーバーライドできない。

　　
private>>（無修飾）>>protected>>public

　privateメソッドはサブクラスのスコープにないのでスーパークラスとサブクラスで
　　
全く無関係に実装できる。（戻り値の型を変えても良い）

⑦インターフェイス

　定数と空のメソッド宣言のみを含む型、クラスに組み込んで使う。
　この型の変数は参照変数であり、実装されているクラスのインスタンスを受け取れる。

　メソッドはpublic、変数はpublic static finalになっている。メンバのアクセス修飾
　はつけてもつけなくてもこの扱いになる。

　インターフェイスそのもののアクセス修飾はpublicか（無修飾、パッケージ）の
　いずれか。

⑧オブジェクト指向プログラミング

　以下のような特徴を持つプログラミング言語を用いて、

　ソースコードの一部の機能追加・変更が他の部分に影響を及ぼしにくいように
プログラムすること。
　そのプログラミング言語の特徴とは
　・カプセル化をサポートしている。 (encapsulation)

　・継承をサポートしている。　　　　 (inheritance)

　・多態性をサポートしている。　　　(polymorphism)

　これら３つの機能要件を満たすプログラミング言語を
　オブジェクト指向言語という。
　要はバグの修正や機能変更・改良の際の書換え箇所が少なくなるということ。
　きちんと適用するとその生産性向上は目覚しい。
　「カプセル化(encapsulation)」：
　　　プログラムの動作保証上、ソースファイルの外からは値を変更させたくないとか、
　　　メソッドを使わせたくないとか、同じファイル内でも別クラスからはあるメンバに
　　　アクセスさせたくないというような制限を加えたくなることがある。
　　　このような制限を加える予約語を
　　　アクセス修飾子(public,protected,<なにもなし>,private)といい、

　　　あるメンバにアクセスできる範囲をスコープという。
　　　スコープを適切に設定することで外部から利用する人は安全にかつ詳しい仕様を
　　　知らずにパッケージのクラスを利用できる。
　　　このような特性はオブジェクト指向言語の重要な特性で「カプセル化」という。
　「継承(inheritance)」：
　　　別のクラス(スーパークラス)を参照して機能（メソッド）を追加・変更すること。
　　　オブジェクト指向言語では、これができる。新しく定義されるクラスを
　　　サブクラス、元のクラスをスーパークラスという。
　
　　　　書式　class Subclass extends SuperClass{……中身…..}

　　
　　　　重要なこと。SuperClassの型の変数にSubClassのインスタンスを代入できる。
　　　　SuperClass sup = new SubClass();

○ SuperClass sup= new SuperClass();
○ SuperClass sup= new SubClass();
○ SuperClass sup= new SubClass2();
○ SuperClass sup= new SubSubClass();
○ SubClass   sub= new SubClass();
○ SubClass   sub= new SubSubClass();
× SubClass   sub= new SuperClass();

× SubClass2  sub= new SubClass(); 

図１．クラスの継承と代入互換性


サブクラスのインスタンスを代入できることのメリット


・メソッドの実装をあるクラスのインスタンスで渡すようにしてあれば、


　そのサブクラスを作り機能の変更・追加をし、渡せる。
　
　機能を受け取る方のソースコードは書き換える必要はない。

Ex.


JFrameを拡張してJPanelを嵌めるクラスを作る。
　　　　嵌めるパネルを引数にとるコンストラクタをExframe(JPanel setPanel)とすると

　　　Exframe(new JPanel());をExframe(new SubPanel());としてやると
　　　パネルが置き換わる。しかしExframeのソースコードは一切書き換える必要はない。

　　　


継承のメリット

　
・サブクラスでは変更・追加分だけを実装すればよい。

　
・サブクラスのインスタンス代入による拡張に強い分割されたソースのサポート

　「多態性(polymorphism)」：
ある一つのコードが実行時の条件やデータの内容によって様々な挙動を示すこと。
例えば継承したサブクラスを引数に渡すと動作が変わるメソッドや
インターフェイスのインスタンス（継承関係になくてもよい）を利用して種々の動作をさせられること。（インターフェイスの代入互換は下図参照。）
前述のようにコードが改変に強くなることやフォーマットが一定ではない
一連のデータ（異種ﾘｽﾄなどという）を次々に処理するコードを条件判断を入れずに容易に書けるメリットがある。





×　InterFaceA　intfce= new SuperClass();





○　InterFaceA　intfce= new SubClass();




○　InterFaceA　intfce= new SubClass2();




○　InterFaceA　intfce= new SubSubClass();

インターフェイス変数は

クラスの継承関係を飛び越えてインスタンス
を受け取れる。


図２．インターフェイスの実装と代入互換性
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nativeの使用例


class NativeExample{


	native void doSomethingLocal(int I);//実装しない。


	static {	System.loadLibrary(“MyNativeLib”);}


}//イニシャライザでライブラリを読み込んでおく。(dllなど)
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